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保護者の皆様へ 

今月は「風邪やインフルエンザ症状への対処法」について、鼻や耳の仕組みを示し

ながら、鼻水が出た時の処理や咳、くしゃみをする際の咳エチケットについて話をし

ました。誤った処理によっては、中耳炎や副鼻腔炎になることもあります。正しい処

理の仕方を身につけて、感染症が拡がらないようにしましょう。 

 

 

保健だより 

 

師走を迎え、寒さも本格的になってきました。こうした季節には、インフルエンザや風邪

などと共に感染性胃腸炎も多くなってきますので、注意が必要です。感染性胃腸炎の原因

の多くはウイルス性で、主にロタウイルスとノロウイルスです。これらは、人から人へと感染

し、吐物や便に含まれているウイルスや汚染された食品やドアノブ等を触った手からも感染

します。その感染力は非常に強いので、予防にはこまめな手洗いやうがいが大切です。 

保育所は多数の乳幼児が生活をする場なので、手洗いやうがいはもちろん、おもちゃや

ドアノブ、扉などの手が触れる場所の消毒も行って感染予防に努めていますが、お子様の

体調の変化（発熱、嘔吐、下痢など）によっては、感染拡大予防の為に、速やかなお迎えをお

願いします。 

感染性胃腸炎について、症状やケアなどをまとめましたので、参考にして下さい。 

年末年始の急病に備えて 

年末年始は、ほとんどの病院が休診となります。お子さんの急な発熱やけ

が等に備えて、事前にかかりつけの病院や近くの救急病院の診療時間を確

認しておきましょう。 

また、帰省先の救急病院の情報も把握しておくと安心です。 

 

嘔吐物（下痢も含む）で汚染した衣類を、そのままお返しするのは大変心苦しいで

すが、保育所での二次感染を防ぐために、所内では洗濯しないように行政指導を受

けていますので、ご理解とご協力をお願いします。 

 

今月の保健指導 

 


